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本件の報道解禁につきましては、令和 3 年 6
月 18 日(金)午後 5 時以降（新聞は 6 月 19 日
（土）朝刊以降）にお願いいたします。 
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【ポイント】 

 ○ 佐田谷・佐田峠墳墓群が国史跡指定の答申を受けます。 

 ○ 佐田峠墳墓群の発掘調査・研究は広島大学考古学研究室が野外実習授業で行っ

ていました（2007～2012 年度）。 

 ○ 広島大学考古学研究室の教員と発掘調査に参加した大学院生らがまとめた佐

田谷・佐田峠墳墓群の研究成果によって、当該遺跡が国史跡として重要な価値を

もつとの評価がなされ、今回の答申につながりました。 

 

 

【概  要】 

令和３年６月 18 日（金）、国の文化審議会（会長 佐藤
さ と う

 信
まこと

）は、文部科学大臣に

対し、文化財保護法第 109 条の規定により、佐田谷・佐田峠墳墓群を史跡に指定す

るよう、答申を行う予定です。 

 今回の答申のもとになったのは、平成 19 年度以降の広島大学考古学研究室と庄原

市教育委員会が共同研究としておこなった継続的な佐田谷・佐田峠墳墓群の調査研究

の成果です。広島大学文学部考古学研究室では野外考古学実習で佐田峠墳墓群の発掘

調査を行ってきました。そして、考古学研究室の教員の野島 永（広島大学大学院人

間社会科学研究科 教授）は、広島大学文学研究科（地表圏システム学講座 考古学分

野）大学院生であった今福 拓哉・真木 大空（現 島根県教育委員会）、村田 晋（現 広

島県教育委員会）らとともに調査研究報告書（http://doi.org/10.15027/50403）を刊行し

ました。 

調査研究の結果、佐田谷・佐田峠墳墓群は、弥生時代中期末から後期前葉の墳墓遺

跡で、四隅突出型墳丘墓３基、方形台状墓４基、方形周溝墓１基の多様なかたちの墳

墓から構成されることが判明しました。あわせて、短期間に墳丘の構築方法、墓穴（墓

壙）の規模や位置関係、土器の出土状況が変遷したことが判明しました。土器や墳墓

の特徴から、吉備地域、山陰地方と交流しながら、墳墓祭祀を独自に発達させたと考

えることができました。 

短期間における弥生墳墓の複雑な変遷過程を一カ所で辿ることができる墳墓群と

して、重要な意義をもつものと評価されました。 

 

 

【今後の展開】 

答申の３～６カ月後に、官報告示により国史跡指定の予定。 
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研究成果 

http://doi.org/10.15027/50403


【参 考 資 料】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 佐田谷・佐田峠墳墓群の位置 



 

 

 

 

 

 

第２図 佐田谷・佐田峠墳墓群の指定範囲・位置関係 



 

 

〇 弥生時代中期から後期にかけて、墳墓の形と土器を供える位置が変化する。 弥生時代中

期段階 四隅突出型墳丘墓が中心。土器を供える位置は墳墓の裾部分。 弥生時代後期段階 

方形台状墓が中心。土器を供える位置は墓穴上。 
 

 

○ 弥生時代中期から後期にかけて、墳墓の造りかた、墓穴の位置関係が変化する。 
 

 

第３図 土器供献と墳丘墓の変化模式図 

第４図   墳丘形式とその変遷摸式図 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 弥生時代中期末葉から後期にかけての最古段階の四隅突出型墳丘墓の突出部を検出。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 弥生時代中期末葉の四隅突出型墳丘墓の突出部分の発掘調査、2010 年度の野外考古学実

習授業。 

 

第５図 佐田峠４号墓墳丘突出部検出状況（北西から） 

第６図 佐田峠４号墓四隅突出型墳丘墓の調査 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 弥生時代中期末葉の四隅突出型墳丘墓の突出部分の発掘調査、2008 年度の野外考古学実

習授業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 弥生時代後期の墳丘墓から出土した丹塗り大型祭祀専用土器として注目できる。 

 

第７図 佐田峠３号墓四隅突出型墳丘墓の調査 

 

第８図 佐田谷３号墓の大型脚台付きの丹塗り鉢形土器 



 

図 出 典 

第１・２図：庄原市教育委員会提供。 

第３・４図：『佐田谷・佐田峠墳墓群発掘調査報告書 研究編』広島大学大学院文学研究科考古学

研究室・庄原市 教育委員会（2018 年）発行（http://doi.org/10.15027/50403） を改変して掲載。 

第５図：『佐田谷・佐田峠墳墓群発掘調査報告書 調査編（1）』広島大学大学院文学研究科考古学

研究室・庄原市 教育委員会（2016 年）発行（http://doi.org/10.15027/45565） を改変して掲載。 

第６・７図：広島大学文学部考古学研究室提供。 

第８図：「佐田谷・佐田峠墳墓群の企画展「庄原盆地 弥生王墓誕生」をおえて」『広島大学大学院

文学研究科考古学研究室紀要』第 11 号（2020 年）発行

（https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/ja/journal/koukogaku/--/11/article/49771）を改変して掲載。 
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【お問い合わせ先】 

大学院人間社会科学研究科研究科人文学プログラム（文学部） 

教授 野島 永 

Tel：082-４２４-６６６０ FAX：082-×４２４-６６６３ 

E-mail：nojima@hiroshima-u.ac.jp 
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